
研究データを施設間で共有し、医療連携を考える皆様へ

バイオバンクアライアンス・データベースシステム

医療現場や共同研究で培った検体管理手法を提供します。

日本システム開発株式会社
本社：東京都新宿区歌舞伎町2-4-10  KDX東新宿ビル6階
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①試料検索機能
保管している試料を検索・参照し、払出を希望する試料の条件（検索条件、本数、

その他の条件）を指定して試料の払出依頼を実施します。

②試料詳細画面
試料に必要な詳細情報を一元管理

・サンプル情報
疾患の種類、同意取得日診療科、暫定がん種コード、暫定がん種名、疾患コード、疾患名

・患者情報（同意時年齢、性別）
・採取基本情報（採血日、検体ＩＤ・・・複数情報）
・生体試料採取基本情報
試料ＩＤ、サンプル名、採取日、採取部位①②、採取ポイント名、SPRECバージョン、
Type of Collection、Fixation/Stabllzation Type、Warm Ischemia Time、
Cold Ischemia Time、Fixation Time、登録試料数、検体数量、治療内容

・化学療法、放射線療法、放射線治療、内視鏡治療、手術

③払い出し機能
払い出し情報はわかり易くステータス表示に対応、払い出されるまでの状況を可能にします。
また、 払い出し情報は一覧に履歴管理され、時系列による管理が可能です。
（組織管理や依頼元をシステムに登録し、払出の際はプルダウン選択で誤入力を防ぐ）

※上記以外に別途、パソコン、クラウド環境等が必要になります。
※カスタマイズにつきましては別途見積もり致します。
※本システム導入時に別途年間保守契約の締結が必要です。

新大阪開発センター：大阪府大阪市淀川区西中島6-11-25 第10新大阪ビル6階

♦脆弱性診断に対応し、クラウド環境にも対応した柔軟なシステム

♦試料詳細の検索、払い出し、組織、ユーザー等の管理機能を搭載

♦検体管理システムとのデータ連携で施設間データを共有

統合データベースシステム
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